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中国に留学す る 日本華僑 ・華人の
アイデ ンテ ィテ ィに関す る一考察ニ
ー 日本華僑であ るこ との特 殊性一

石 川 朝 子

【要旨】

本研究では,日 本 に在住する華僑 ・華人の留学経験者 を対象 とし,ト ラ ンスナショナルな存在 として捉 えられる

かれ らのエスニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィの諸相 をインタビュー調査 を通 して明 らかにすることを目的とする。

「中国留学」を,こ れか らも続 くアイデ ンテ ィティ形成過程の一部分であるととらえ,そ こでみ られたア イデ ン

テ ィテ ィ形成のあ り様 をつぶ さにみた。その中国留学経験において アイデ ンティテ ィ形成 に影響 を与 える3つ の要

素 を抽 出 した。それは,留 学理 由 と日本 ・帰国華僑 との比較,そ して他の海外華僑 との比較である。留学以前に持

っていた漠然 とした華僑 アイデ ンティテ ィや確 固たる中国人アイデ ンテ ィテ ィが,留 学経験 によって,華 僑 アイデ

ンテ ィティが より明確化 した り,日 本華僑 としての アイデ ンテ ィテ ィを形成 してい くダイナ ミクスが明らか となっ

た。 またそれ らが,血 統主義を とっている 日本 を生 きる華僑 と しての特徴 をもっていることがわかった。

1.は じめ に

この研 究 の 目的 は,中 国へ 留学 す る華僑 ・華 人 ω の教 育経 験 とエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィ②の あ り

様 を明 らか に しよう とす る もので あ る。

昨 今 の グローバ ル 化時代 にお ける海外 華僑 ・華 人 に関す る研 究の 課題 には,移 民 と再 出国,経 済 ネ ッ ト

ワー ク と資本,統 合,文 化移転,社 会 ・政 治 的動 向,そ してそ の他 関連 す る課題 が あ る。 それ ら海外 の華

僑 ・華 人研究 には,そ の 国で の彼 らの生 きる条 件,立 場,社 会 的役割,社 会全体 との 関係,居 住 国 と華僑 ・

華 人 との関係 か ら,中 華 ア イデ ンテ ィテ ィの形 成,そ の国 での華 僑 ・華 人問題 の 解決 の あ り方 の研 究 な ど,

居住 国 を視点 におい た研 究が 多い 。 また居 住 国 にお ける ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 の研 究 は,グ ローバ ル化 な

どの影響 を うけ,日 本 で も1980年 以 降盛 ん に行 われ てい る。一 方で,華 文 教育(華 僑 ・華 人へ の 中華言 語 ・

文化 等 の教育)に つ いて の研 究 は多 く行 われ てい るが,中 華 学 校 ・華僑 学校 な どの居 住 国 にお ける華文 教

育 につ いて の研 究 が 中心 であ る。 さらに,そ のほ とん どは歴 史 的研 究で あ り,教 育経験 とア イデ ンテ ィテ

ィ との 関係 に着 目 した研 究 は少 ない。

筆 者 は,日 本 にお け る教 育経 験 とア イデ ンテ ィテ ィ との関係 につ い て,神 戸 中華 同文学 校 を卒 業 した華

僑 ・華 人の若 者(第 四世 ・五 世)ヘ イ ンタ ビュー を行 った(石 川2006)。 その 一方 で,彼 らの居 住国 を離

れ,か れ らのル ー ッであ る 中国へ留 学 す る華僑 ・華 人 がい る。 しか し,中 国 へ帰 国す る華 僑(帰 国華僑)

に関す る先行 研究 は大変 少 ない。 か れ らは,ど の ような経 緯や 目的で 中国へ と留 学 す るので あ ろ うか。留

学先 で の教育 経験 や ア イデ ンテ ィテ ィの あ り様 は どの よ うで あろ うか。 本研 究 は,華 僑 ・華 人の ル 「 ッで

あ る中 国 に留 学 した 華僑 ・華 人 に焦点 を当て,言 語 ・文 化継 承 とい う側 面か らでは な く,教 育 が彼 らの ア

イデ ンテ ィテ ィ形 成 に どの よ うな影響 を及ぼす の か とい う観点 か ら,中 国 にお ける華 僑 ・華 人 に対 す る教

育経 験 に着 目 して考 察 しよう とす る もの であ る。

本 研究 で は華僑 ・華 人の トラ ンス ナ シ ョナ ル なエ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィの あ り様 を,中 国へ の留

学 とい う教育 経験 を通 して捉 え よ う とす る もので あ る。 また 日本 の華僑 研究 におい て も,教 育 とア イデ ン

テ ィテ ィに関す る研 究 は まだ始 ま ったば か りであ り,そ の関係 が さ らに詳細 に解 明 され る必 要が あ る。 今

日の グロ ーバ リゼー シ ョンにおい て,華 僑 ・華 人 の教 育経験 とエ スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィの あ り様 に

つ いて考 察 す る ことは,大 きな意 義 を もつ もの とい え よう。
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2.華 僑のアイデンティティに関する先行研究

華僑 の ア イデ ンテ ィテ ィに関 す る先 行研 究 と して,ま ず 斯波 は,19世 紀 まで 中国 人や 華僑 はあ ま り 「ア

イデ ンテ ィテ ィ問題 」を重 要視 してい なか った と指摘 し,「中国 とか 中華 とか華 夏 とか い う漢 語が 示 す よ う

に,か れ らは,世 界の 比類 の ない 中心 の文明 の 人 々かそ の子孫 で あ り,文 明 と華外 との区別 とその 濃淡 の

幾 重か の 同心 円の シス テ ムの 中核 の人 々だ か ら,… 海 外 の種族 の ちが う人々 と比 べ なが ら自分 に思 い をい

たす こ とを考 えつ か ない ので あ っ」(斯波1995219頁)た が,1980年 代 には次 第 にア イデ ンテ ィテ ィに関

す る こ とが 話題 にな って い った とい う。 しか しこの時 点 で も,過 放 は,「在 日華 僑 のエ スニ ック ・アイ デ ン

テ ィテ ィに関す る調査 ・研 究 は きわめ て少 な かっ た」(過 放199912頁)と してい る。

1980年 以 降,華 僑 の ア イデ ンテ ィテ ィは 「変容 す る もの」 と して位置 づ け は じめ た。 これは,華 僑 ア イ

デ ンテ ィテ ィ研 究 に限 った ことで はな く,ア イデ ンテ ィテ ィ研 究 の流 れ の一部 と して捉 える こ とが で きる

で あ ろ う。 た とえ ば,華 僑 の ア イデ ンテ ィテ ィ研 究 の代表 者 であ る過放 は 「在 日華 僑 の アイデ ンテ ィテ ィ

には,彼 らの生 きた時代 の 相違 に よる世 代 的特徴 が見 られ る」(過放1999170頁)と し,変 容趨 勢 を 「在

日華 僑 の ア イデ ンテ ィテ ィの変換 モ デ ル」 と して示 して い る。 過放 は,三 世 か ら五 世 の若 い華僑 を 「重層

的 ・多様 型 」で あ る と し, .かれ らの 国境 を越 え るア イデ ンテ ィテ ィの傾 向 全体 を包 括 して,「 トラ ンスナ シ

ョナ ル ・ア イデ ンテ ィテ ィ」 と名付 け てい る。 そ してそ の内容 は,ま ず① 中 国人 ア イデ ンテ ィテ ィ,② ダ

ブル ・ア イデ ンテ ィテ ィ,③ 日本 人ア イデ ンテ ィテ ィ,④ マ ー ジナ ル ・マ ン,⑤ トラ ンスナ シ ョナル ・ア

イデ ンテ ィテ ィで ある。

以上 の先 行研 究 は,し か し,彼 らが その よ うな アイデ ンテ ィテ ィを獲 得 す る過程 につい て明 らか に して

い る研 究 は少 ない 。生 まれ なが らに してエ スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィを獲得 す るの で はな く,社 会的 文

脈 や環 境 に よって影 響 を受 け変容 して い く もの だ とい う考 えは,多 くの研 究者 に よって指摘 され てい る。

従 って本研 究 で は,華 僑 ・華 人の 第三世 代が どの よ うに して 自己 のエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィを形 成

して い くのか に着 目 し考察 を行 う。 また,そ の形 成 の プロ セス の一部 分 と して,中 国へ の留 学経 験 を取 り

上 げ,そ の教 育経験 とアイデ ンテ ィテ ィ形成 の関係 につ い て考察 を行 う。そ れ は華 僑 ・華 人 の居 住 国へ の

現 地 化が指 摘 されて きた一 方 で,中 国へ の 回帰 を志 向す る動 き とも捉 え られ る もので あ り,日 本華 僑 第三

世 代 の アイデ ンテ ィテ ィ形 成 につ いて考 察 され る必 要が あ るか らであ る。 日本 の華 僑研 究 にお い て も,教

育 とア イデ ンテ ィテ ィ に関 す る研 究 は まだ始 まっ たばか りで あ り,そ の 関係 が さ らに詳細 に解 明 され る必

要が あ る と思 われ る。

3.分 析の視点

本研 究 は次 の2つ の 視点 か らア イデ ンテ ィテ ィ形 成の 過程 を考 察す る。

第一 に,エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィが社 会的文 脈 に よ って影響 を受 け変容 して い くものだ,と い う

観 点か ら考 察す る。 これ は,先 に も述べ た よ うに1980年 代 か らの ア イデ ンテ ィテ ィ研 究 の流 れ に追 うと こ

ろが大 きい。本研 究 で は華僑 の中 国留学 経験 を通 して,そ れ は た とえば留 学生 活(例 え ば寮や クラス ・部

活)の なかで 同 じ背 景 を もつ友 人 との 関係 や,ま たは 中国で 生 まれ育 った華僑 や他 の 海外華 僑 との関係 の

なか で築 き上 げ られ る,相 互作 用 的 なエス ニ ッ ク ・ア イデ ンテ ィテ ィに注 目 して い る。加 え て,彼 らの生

活 環境 な ど も参 照 し分析 を試 み る こ とか ら,マ ク ロな社 会文 化的枠 組 と ミクロな相 互作 用 的枠組 との両視

点 を と り入 れ る こ とにな る。

第二 に,集 団的(group)な アイデ ンテ ィテ ィで は な く,個 人的(individual)な ア イデ ンテ ィテ ィに着

目す る。本論 文 の エス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィ研究 と して の視 点 は,個 人 的 なア イデ ンテ ィテ ィが どの

よ うに形 成 され て きた のか を考察 す る こ とにあ る。重 要 なの は個 々人 が今 までの経 験 の 中で,特 に中国留

学経 験 に よっ て どの よ うにエ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィを形 成 して きたの か,そ の個 人 レベ ルで の ア イ

デ ンテ ィテ ィ形 成過程 を ミクロに捉 え るこ とで あ る。 これ は,「個 人が 周 囲の 人 々 との 関 わ りの中で,自 己

の場 を築 きなが ら,日 常 的実 践 の中 で支配 的言 説 をず ら して い くよ うな可 能性 を もつ もの であ る と考 える」

(山本200219頁)。 本研 究 で は,こ の よ うな視 点 を踏 まえて,個 人が 教育 的 な経験 を通 して,揺 れ動 きな
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が らも,自 己の ア イデ ンテ ィテ ィ と向 き合い,ダ イ ナ ミ ックに形成 してい く,エ スニ ック ・アイデ ンテ ィ

テ ィにつ いて着 目す る。 これ は,ア イデ ンテ ィテ ィを固定 的 に捉 えるの で はな く,ど の ような作用 に よっ

てそ れが 獲得 され て い くのか につ い て明 らか にす る こ とを 目指 す もので あ る。

この第 一 と第二 の視 点 を取 り入 れ る理 由 をま とめ る と次 の よ うにな る。従 来,世 代 の 変遷 や 出 自の違 い

に よって エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィ形 成過 程 に異 な りがみ られ る と言 われ て きたが,本 研 究 で は他 者

との 関係性 や相 互作 用性 のな かで形 作 られるエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィの あ り様 に着 目 しよ う とす る

か らであ る。.

4.調 査の概要と分析

本研 究 では,中 国へ留 学 した華僑 第三 世代 の教 育経 験 とア イデ ンテ ィテ ィ形成 につ い て明 らか にす る た

め に,イ ンタ ビュー調査 を行 った。 イ ンタ ビュ「調査 は,2006年9月 中旬 か ら10月 半 ば まで それ ぞれ各1

回,1時 間か ら2時 間に わた り行 った。 あ らか じめ本研 究 の 目的及 び イ ンタ ビュー スケ ジュ ー ルを送付 し

てい た方 もあ り,イ ン タビュ ーは比 較 的 スム ーズ に且つ 内容 的 に も深 く聴 き取 る こ とが でき た。 イ ン タビ

ュー は老華 僑 第三世 代 の3人 を対象 に行 った。本 調査 で の対 象者 が留 学 を した 中国 の大学(3)につ い て,以

下 簡単 に紹 介す る。 一校 が,北 京隼 文学 院(Aさ ん)で,も う一校 が盟 南 大学(補 習学 校 も含 む)(Bさ ん ・

Cさ ん)で あ る。

今 回の イ ンタ ビュー調 査 の 目的 は,中 国で の留 学 にお け る教育 経験 な どを通 し,個 人が どの よ うに自己

の エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィと向 き合 って いた のか を捉 え,分 析 す る こ とにあ る。 その ため に,イ ン

タ ビュイ ーに は留学 の理 由や 中 国で のエ ピソー ドな どの教 育経 験 の「 部分 をラ イ フス トー リー形式 で 自由

に語 って もらった。イ ン タビュ ーの主 な質 問項 目は1.中 国 留学 理 由12」 気 づ き ・経 験 ・エ ピソー ド,3.

自己の エ スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィにつ いて,の3点 に焦 点 を当 てて聴 き取 りを行 っ た。 イ ン タビュ イ

ー の選定 にあ たっ ては
,神 戸 華僑 歴 史博 物館 の館 員 の方 々 に協 力 を仰 ぎ,神 戸 中華 同文 学 校卒 業生3人 を

紹 介 して も.らった。 また,今 回 の イ ンタ ビュー は 日本 語 で行 っ た。 イ ン タビュ イーの プ ロ フ ィー ル は表1

の とお りで あ る。 また イ ン タビュー は,イ ンタ ビュイー の了 承 の も とすべ て録 音 され,そ の後 トラ ンス ク

リプ ト化 した。 今 回 イ ンタ ビューで きたの は,男 性3名 であ った。

(表1)イ ン タ ビ ュ イ ー プ ロ フ ィ ー ル
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4.1Aさ ん の 事例 「華 僑 人 で す ね 。 … マ イ ノ リ テ ィで あ り た い 。 と に か く」

Aさ んは現 在32歳 で,日 本 生 まれ 日本 育 ち の華僑 の 三世 で ある。「普通 に,6歳 か ら,同 文 学校 で生 徒 と

して通 って,小 ・中 は通 って,卒 業 して あ とは普通 の まっ,日 本 の高校,大 学 に行 っ た」 と 自らの教 育経

験 を語 って いる。「や っ ぱ り,僕 ら老華 僑 って い うの は,ね 。 しん どい こ とで もち ょっ と,我 慢 して や って

い こ う,ち ょっ とで も節 約 してお 金貯 め てい こうって い う思想 が家 庭教 育 とか,… 自分 に とって影響 あ っ

た と思 い ます 」と語 る よ うに,華 僑 の厳 格 な家 庭 に育 っ た。 これ は,「 うちの家庭 教 育が,一 つ,わ りと華

僑 の 中で も厳 格 な方 の一 家 に生 まれ育 ってい るん です よ」 と語 るこ とか ら も分 か る。高 校時 代 の教 育経験

の なかで,ア イデ ンテ ィテ ィにつ い て捉 えて い る語 りが ある。

Aで もや っぱ り,そ こで,ま わ りの,あ 高校 入 った時 ぐらいや っ た らこ う・,周 りが 日本 人ば っか り

じゃ ないです か,

1そ うです ね え

Aう ん。 ん なかで や っぱ り,う ちの父 親の代 み た い に,直 接 的 な言動 や,暴 力 や,受 けた。僕 らの

時代 で は受 け てな いん です ね。 た だ,や っぱ り,特 に,実 家 が姫路 や っ たん でね,神 戸 を離れ て

1人 姫路 にお る,い うの はや っぱ り,淋 しさは あ りま したね 。や っ ぱ り,絶 対 的多 数 の人 数が お

る中で,な んで 自分 は… 中 国人 なんや ってね,親 が 中 国人 やか ら自分 中国。その ころ はや っ ぱ り,

中 国人 で いる こ とが す ご く嫌 や っ たです ね。

1う ～ ん。高校 生 くらい です か?

A高 校 生 くらい です ね。 んで,… ま,そ れが まず,最 初の,中 国 人,日 本 人 って い うの を意 識 した

ん が,そ こで した ね。

これ らの語 りか ら,ア イデ ンテ ィテ ィにつ いて初 め て意識 したの は高校 生 の時 で あ る とい うこ とが 分 かる。

で は,そ の後Aさ んの エス ニ ッ ク ・ア イデ ンテ ィテ ィは どの よう に変 化 して い ったの で あろ うか。 以上 の

よ うに,家 庭 教 育や 高校 で の教育 経験 が ア イデ ンテ ィテ ィを規定 す る側面 もあ るであ ろ うが,日 本 とい う

文脈 を離 れ た際 に 中国 で どの よ うにア イデ ンテ ィテ ィと向 き合 ったの か につ いて 見て い くこ とにす る。

1.留 学 理 由

Aさ ん は,中 国へ の留 学 を3回 経験 して い る。 前 の二 つ は,勤 め先 で あ る中華 学校 か らの研 修 制度 を利

用 して の もの で,働 き初 め て1年 目 と2年 目 に北 京華 文 学 院で研 修留 学 を してい る。 後 の一 回は,5年 前

に同 じ大学 で半 年 間留学 して いる。 この半年 の留 学 も学 校 の制度 を利 用 した もの であ る。Aさ ん は,ど の

よ うな留学 目的 を持 ってい た ので あろ うか。 以下 に見 てい くこ とにす る。

「中国 に留学 を したの は,え 一 …あ の お○ ○学 校 に勤 め は じめて,.ま だ一 年 目で,あ の お,夏 休 み に校

長 か ら,そ の 当時 の校 長か ら研 修 とい うか た ちで,1ヶ 月 いか され たの が,え 一 まっ,留 学 とまで はいか

ないで す ね,1ヶ 月 だか ら,研 修 です よね。 それ を行 か され たのが初 め てで す」 と留 学 の理 由 を話 した。

Aさ んが 中国留 学 に行 った理 由 とい うの は,上 述 の通 り校長 か らの 「命 令」 だ った とい う。 中学 校三 年生

の時 の中 国で の出 来事 が彼 の 中国観 を形 成 してお り,そ の後,働 いてか ら も中 国へ留 学 す るの には否 定 的

であ った とい うこ とで あ る。留 学 の 目的 と しては,

Aで も,○ ○学 校,や っぱ り,こ う教 員 で もや っぱ り,(華 僑)三 世 ・四世 が増 えて きて,教 師の 中

で も教 育,中 国語 に対 す るそ の力 が ね,弱 くな って きて いる んで,学 校 の体 制 と して は行か せ た

い とい う とこ ろが あ るん だ とお もうんです ね。

とい うよ うに,中 華学 校教 師 に華僑 三 世 ・四世 が増 えつ つ あ るなか,中 国語 の力 や その教 育 力 を高め る こ

とを学 校側 は 目的 と して掲 げ,中 国研修 留 学 また は中 国留学 な どの制 度 を整 えて い る もの と思 われ る。前

者 は毎 年5～6人 でチ ー ム を組み,夏 休み を使 用 して行 わ れ てい る。
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2.気 づ き ・経 験 ・エ ピ ソ ー ド

こ こで は,.中 国留学 中に経験 した い くつか のエ ピソー ドを挙 げ,自 分の ア イデ ンテ ィテ ィと向 き合 って

い る様子 を描 くことを試 み たい。Aさ んが 「華 僑 人。 …マ イノ リテ ィであ りた いdと にか く」 と当時 をふ

りか え り,ま た今の 自分 と重 ね合 わせ て言 う と き,そ の 中国留 学時 代 に どの よ うな出来事 が あ った のであ

ろ うか。

Aた だで も,… シ ョック受 け たん わ,そ の,ぼ くが 学校 の グ ラ ン ドで こ う遊 ん でる ときにね,ち っ

ち ゃい子 ど も,小 学校 低 学年 くらいの ちゃ きち ゃ き した,北 京 の下 町の女 の子 が ね,そ ん な子 が,

あ の お,ど っか ら きた んや って。「日本来 的」「日本鬼 子」(笑)今 で もそ んな言 わ れる んや って。

「日本 鬼子」 シ ョック受 け ま したね。

1そ ん ときど う言 わ は ったん です か?

A「 日本 人 ち ゃう(ち が う)」 って。

とい うエ ピソー ドが あ る。 これ は,大 学 構 内の グ ラ ウン ドで遊 んでい る とき,1人 の 中国 人の女 の子 に出

身 を聴 か れ,「 日本 か ら きた」とい う と,日 本 人 を罵 る言葉 をか け られた とい う もので ある。 この と き,A

さん は 「日本人 で はな い」 と言 って}自 分 の 日本 人 と しての ア イデ ンテ ィテ ィを否 定 して いる。 日本 人で

あ る とはそ れ まで に も思 ってい ない 。 また,こ の よ うなエ ピソー ドが 語 られた 。

Aそ のお 店屋 さんい った とき もそ うで す しね,「 な んで,

じゃないね ん」。そ ん な ことい われ た り。

日本 に住 ん ど一(住 んで いる)の に 日本 人

2つ のエ ピソー ドが示 してい るの は,日 本 とい う出身が 彼 の アイデ ンテ ィテ ィを外 部 か ら規定 しよ うと

してい る こ とで あ る。 日本 でで はな く,中 国.でこの経験 を してい る。 この ような経験 を通 して,彼 の ア イ

デ ンテ ィテ ィが 強化 され,そ の形 成 に影響 を及 ぼ してい る可能性 は高 い とい え よう。

3.エ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィ テ ィ につ い て

Aさ んが,中 国へ の留 学 を通 して 自分 のエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ.イテ ィをみ つめ,「 華 僑 人」 「÷ イ ノ リ

テ ィで あ りた い」 と自分 を位 置づ けてい る様子 は2つ の イ ン タビュ ーか ら伺 える。

Aで も自分 は 日本 の 中で は,自 分 が意識 して ない と,中 国 人で はい れ ないわ け です。 だか ら,周 り

の 人 間は 日本 に流 され て行 って い るなか で,自 分 は,日 本 で,思 想 の面 で,ぐ っ と張 って いか な

い と中国人 で はい られ ない 。で も,そ うい う気持 ちを 中国人 に伝 え た ところ で,中 国 人分 か って

くれ ない。 多 くの 人は。 なんで,日 本 に住 ん ど一の に 日本 国 籍 と らないの?

A僕 は何 国 人か いわ れた ら,日 本 人 か ってい われ た ら絶 対 日本 人で は ない。 中 国人 か ってい われ た

ら,中 国行 って中 国人 って認 め て くれ ない か ら。 中国人 で はな い。 だか らい うた ら,や っぱ,華

僑 です ね。 華僑 人。 や とお もうんで す。 で もこの立場 す ごい,重 要や と思 うんです よ。 …客 観的

に見れ る。 …そ の,絶 対 的 多数 じゃな くて,マ イ ノ リテ ィの 立場 と してお れ るっ てい うの は。…

ぼ くはマ イ ノ リテ ィで あ りつづ け たい,う ん。少 数 であ りつ づ けたい 。や っぱ りそ うい う意 識 は

留 学行 った ときか らか な?生 まれ ま したね。 両 国の気 持 ちが わか るマ イノ リテ ィであ りた い。 と

にか く。

これ まで 見 て きた よう に,Aさ ん は 自分の ア イデ ンテ ィテ ィと向 き合 うこ とを中 国留学 を通 して経験 し,

また 自分 の エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィを意識 したの は,「 そ うい う意識 は留 学行 った と きか らか な?」

とい う。
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Aさ ん は 自分 を,日 本人 で もな い,中 国 人で もな い,華 僑 人で あ る と位 置づ け てい る。 またそ の ような

どち らの 国や文 化 に も属 さ ない立場 をポ ジテ ィブ に と らえ,「両 国の気 持 ちが わか るマ イノ リテ ィであ りた

い。 とにか く」 と語 った。 この よ うな ア イデ ンテ ィテ ィの形 成 には,留 学 生 活中 に出 会 った 中国 人の女 の

子 や現 地 の 中国人 との 関係 や彼 に向け られ た言葉 な どが大 きな要 因 と して考 え られ る。

4.2Bさ んの事例 「華僑…っていうのはほん との中国人でもないのかなっ。…やっぱり,

中国人ですね」

Bさ んは現在,46歳 の男性 で,華 僑 の三世 で あ る。貿易 業 を営 んで い る。 中国留 学 まで の教 育経験 は と

い う と,華 僑幼 稚 園 を卒業 し,そ の後神 戸 中華 同文学 校 に小 中学 校 と9年 間通 った。 卒業 後,日 本 の高 校

へ と進 学 す るこ とに なる。 家庭 環境 は,大 阪の領 事館 に知 り合 いが いた り,姉 が ア メ リカへ留 学 して いた

り,中 国 の上海 に父親 の 同級生 が いた りと華 僑 ネ ッ トワー ク を世 界的 に広 くもつ 家庭 であ っ た。 そん なB

さん の家庭 内 で は 日本 語 を共通 言語 と して いた 。

以下,Bさ んの 中国留 学 の理 由や エ ピソー ド,ま たエ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィのあ り様 につ い て イ

ンタ ビューか らみ てい くこ とにす る。

1.留 学 理 由

20歳 の こ ろ,国 立大 学の夜 間部 に通 い機械 関係 の勉 強 を してい たBさ んは,2年 ほ ど通 っ た後,中 国 へ

と留学 す る こ とにな る。そ の理 由 をBさ ん は 「や っぱ りい い とこの夜 間の 方が い い ってい う感 じで,行 っ

てた んや け ど,や っ ぱ り続 か なか った とい うのが 現状 なんで す け どね 」 と語 る。 その ような気持 ち と知 り

合い の領事 館 が 中国留 学 を勧め た とい う機 会が重 な り,ア メ リカ行 きも当初考 えたが 中国 の福 建省 に行 く

ことに なっ た。 また留 学 の理 由 も,「中国 で はその 時点 で は,ま だ帰 った こ とが なか っ た し」,「だ か らま,

ち ょっ と見 に行 ってみ るって い う」 気持 ち を持 ってい た よ うだ。

2.気 づ き ・経 験 ・エ ピ ソ ー ド

Bさ んは,中 国 ・日本 とい う対比 を通 して,中 国留 学 中 に多 くの気 づ きを してい る。 その様 子 を2つ の

イン タビュ ーか ら捉 えてみ た い。

Bそ うです ね。 中国 に行 って得 た もの って い うのは やっ ぱ り,向 こ うの感 覚 と日本 の感 覚 とこち ら

の華僑 の 感覚 と,僕 らが 中国 の,ね,あ の,華 僑 の 学校 とか で学 んで きた こ とで,習 慣 とか いろ

い ろ教 えて もらった とか ね。 …思 って た感 覚 と違 う と。

B現 地 の方 の人 を もらって こ っち に連 れ て きて るんで す け ど も,で もあの,ず っと言 われ てい るの

が,ね,同 じ華僑,中 国 人や と思 てて も,本 人に対 して同 じ中国人 や と思 て て も,そ う じゃない

と。 それ は,留 学 した時 か らね。

これ らの語 りか らは,中 国で の留 学経 験 か ら,中 国 人 ・日本 人 を比 較 して,華 僑 とは何 か を 自 らに問い

かけ てい る様子 が うか が える。 同時 に,神 戸 中華 同文 学校 で教 え られ て いた 中国 と現 地で感 じた 中国 との

ズ レや,華 僑 ・中国人 とい う以 前 か ら持 ってい た感覚 が 中国 留学 中 に違 った ものへ と変容 す る様 子 が伺 え

よ う。

3.エ ス ニ ッ ク ・ア イ デ ンテ ィテ ィ に つ い て

Bさ んの イン タビ ューで は,自 らの ア イデ ンテ ィテ ィにつ いて現 在→ 留学 時代 → 現在 →過 去 とい う時 系

列 で話 された。 この こ とは,過 去 の 中国留 学 経験 が現 在,過 去 と どの よう に関係 して い るか を知 る意 味 で

興 味深 い。以下,そ の語 りを引 用 し,Bさ んのエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィの あ り様 に迫 る ことにす る。
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Bで も根 本 的 にや っぱ り海外 に行 くってい う1のは,や っぱ り向 こ うの人 も対 人上 で違 いが あ るな ら

てい うね。や っぱ りそ うい う面 で 華人,華 僑 って いい ます け ど,華 僑… ってい うの は ほん との中

国人 で もない のか なって い う気 は します ね。留 学 して て… そ の お。 当時 はそ う思 い ま したね 。

Bや っぱ り,中 国人 です ね。

1中 国 人。 うん。い つ頃 か らで すか?そ れ は。

Bず っ とで すね 。僕 の場 合 は。

B:僕 も とか ら,Bっ てい う名 前(中 国名)が,ね,日 本 で小 さい と きか らね,日 本 の学 校 い って ま

す か ら。 もう,す ぐに分 かる じゃない です か。

エ スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィを振 り返 って語 られ た これ らの内容 は,実 に複 雑で あ る こ とが わか る。

過 去 にお いて は,名 前 が 中国名 で ある こ とで外 部 か ら 「中国 人」で あ る と規 定 され てい た事実 が,「 や っぱ

り中 国人 です ね」とい うエ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィを導 い てい る。 しか し,「華僑 … って い うのは ほん

との 中国 人で もないの か なって い う気 は します ね。留 学 してて」 と語 る ように,中 国 での 留学 を通 してそ

の ア イデ ンテ ィテ ィが 若干 変化 してい る こ とが伺 え よう。

これ まで 見 て きた よ うに,Bさ んは 中国留 学 を通 して 自分 の ア イデ ンテ ィテ ィ と向 き合 う経験 を してい

る。Bさ ん は 自分 を,「や っ ぱ り,中 国人 です ね」とす る 一方,「華 僑 … ってい うの は ほん との 中国 人で もな

い のか な っ」 とそ の複雑 な心 境 を語 っ てい る。 この こ とか らは,留 学 以前 に持 ってい た 中国 人ア イデ ンテ

ィテ ィが 中国留 学 の経 験 に よって揺 ぎをみせ る様 子 を知 る こ とが で きるであ ろ う。 この よ うなBさ ん のア

イデ ンテ ィテ ィの形 成 には,中 日の 生活 や習 慣 な どの比べ る経 験 が大 き く作用 してい る。

4.3Cさ ん の 事 例 「俺は中国人…やねんけど,外 国人やねんなあ」

Cさ ん は神 戸市 在住 の華僑 三世 で,年 齢 は47歳 の男 性 であ る。 イン タビュ ー を した3人 の なかで,最 も

中 国留学 の 滞在 年数 が長 く4.5年 で,中 国 で大学 を卒業 した唯一 の 人物 であ る。19歳 の 時 に中国へ 渡 り,

広州 の補 習学 校 で半 年勉 強 した あ と,聾 南 大 学 の4年 生本 科へ 入 学 した。 家庭 環境 は とい うと,神 戸 の み

ならず全 国 の華僑 と親交 が深 い。 東京,横 浜 な どに も華僑 の有 力 者 との ネ ッ トワー ク を持 っ てい る。家庭

内 の共通 言語 は 日本語 で あ る。教 育経 験 と して は,神 戸 中華 同文 学校 で小 学校,中 学校 を過 ご し,卒 業 後

は 日奉 の高校 に進 学 した。高 校卒 業後 一年 間 は,「(日 本 の大学 に進 も うか どうか)考 えて た ゆ うか,ぶ ら

ぶ ら してた んで す け どね」 とふ りか え る。 この よ うなCさ ん の留学 目的,留 学 先 での体 験 やエ ピソー ド,

そ して留 学 中 にみ られ るア イデ ンテ ィテ ィの あ り様 な どは どの よ うで あ ろ うか。以 下,イ ンタ ビューの 語

りか らにみ てい くこ とにす る。

1.留 学 理 由

中国へ の留 学理 由 は,周 りの人 の勧 めで あ った と語 る。 しか も,「きっか け ゆ うのが ね,… ち ょっ とい ろ

い ろあ って,… 無 理矢 理行 か され た,み たい な感 じで すね 。僕 は。 … うちの家 っ てい うのが,ま,い ろ い

ろ関係 が あ って」 と,そ の親戚 な どの 関係 で無 理矢 理行 か された と言 う。 その 時の政 治 的背 景 につ いて も

こう語 る。

あの,僕 が高校 卒 業 して 一年 間,ま,浪 人み たい なん してて,ぶ らぶ ら してて。 で,一 年経 った くら

いの と きに,で ち ょう どその ときに,壁 南 大学 が文 革(文 化大 革命)の 時 に停止 にな って て,ち ょう

ど78年 に復 興 したんで す わ。 …で,復 興 して 一年 目で,海 外 華僑 って い うのが(大 学 側 は)欲 しい時

期 だ っ たんで 。で,ち ょう ど香 港 ・マ カオか らは来 て た け ど,海 外 華僑 か らはあ んま り来て ない と

とい うよ うに,Cさ んが 中国へ 留学 を勧 め られた ころ,ち ょう ど中国で は文 化大 革命 が 終焉 を迎 え,華 僑
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の ため の大学 が復 興 し始 め た年 であ った。 日本 の 華僑 総 会 はその華 僑 の ための大 学 を経 済 的 に支 援 した。

海外 華僑 が大 学 に まだ まだ少 な い とい う ことで,関 西 の華 僑 の 中か ら名前 を挙 げ られ たの がCさ ん であ っ

た。 そ の と きの こと をCさ んは率 直 に 「向 こ うはす ごい え え とこや って ね,南 国で,ご 飯 も美味 しい とか

ね。 い ろ んな話 しを聴 いて,で と りあ えず,ほ んな ら半年 くらいで も行 こ っか な?と 。 ま,1年 日本で ぶ

らぶ ら して て もお も しろな いか ら。 とい うので,行 った のが きっか けです ね」 と語 った。

2.気 づ き ・経 験 ・エ ピ ソ ー ド

仲 の 良か っ た友 だ ちは三 人い て,一 人 が 当時30歳 で,文 化 大革 命 の際 に農村 に追 い や られ て戻 って きた

華僑,も う一人 が28歳 の元解 放軍 で その 後共 産党 員 に な った華僑 で あ った。 それ と横 浜か ら同 時期 に同 じ

壁南 大学 に留 学 を した 日本華 僑 との4人 で仲 良 く してい た よ うだ。そ の時 友 だ ち同士 で話 し合 っ た ことに

つ いて,以 下の よう に話 してい る。

Cだ か ら,結 局 ぼ くら同 じ華僑 や け ど も,華 僑 や け ど も,む こ うに した ら華 僑 とは思 わな い。外 国

人 っ てい う。外 国 人 ってい うか た ち に捉 えち ゃ うか らね。

1む こ うか ら見 れば 。

Cそ うそ うそ うそ う。そ のあ と,最 初は や っぱ りい ろい ろ壁が あ っ たけれ ど も,結 局大 学一 緒 にい

て,同 じ寮 にお って生 活 して て,伸 良 くなっ て くる と,や っぱ りいろ んな本 音が 聴 け るっ てい う

k話 し。

仲 の 良い年 の離 れ た華僑 の 友 人 との交流 の なか で,同 じ華僑 と して大 学 に通 ってい て も,Cさ んは海 外か

らの華僑 と位置 づ け られ,華 僑 と して で はな く外 国人 と して捉 え られ た経験 を語 ってい る。 しか し,こ の

関係 は 「学 生 やか らね。学 生 で一緒 に学 校 に い るって い うか た ちや か ら,… 一年 目 よ り二年 目,二 年 目よ

り三年 目四年 目にな る と,そ うい うの は あ ま り無 くなっ て くるか らね」 とい う ように,.中 国で の留学 期 間

が長 くなれば な るほ ど,こ の ような経験 を しな くな る とい う。

3.エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン テ ィテ ィに つ い て

中 国留 学が,自 分 のな かの 「国」 や 「民 族」 とい う概 念 に影 響 を与 えた か ど うか,に つ いて尋 ね た と き

Cさ ん は この よう に話 したQ

Cほ れ は ね,す ごい難 しい と思 うね。 … その お,自 分等 が こ う華 僑 で,国 が 中 国 ってい う場 合ね,

海外 で は思 え るけ ど も,日 本 にいた ら思 え るけ ども,逆 に現 地 に,中 国 にい る と 自分 は外 国人 っ

て い う意識 がで ちゃ うか らね。

1そ れ は どうい った面 で で ますか?金 銭 的な?

Cい や っ金銭 的 な面 は勿論 そ うなんや け ど,現 地 の人 が そ う思 っち ゃ うか らね。… どう して も。 海

外 に住 んで る人 間 って い う,イ コー ル外 国 人 ってい う風 に考 え るか ら。

1自 己紹 介の 時 とか,例 えば どう され て ま したか?覚 え て らっ しゃ らない か も しれ ない け ど。 日本

か ら来 ま した とか。

Cそ うそ うそ う。 日本 華僑 です ゆ うて 。

この語 りか らは,日 本 か らの 海外華 僑 は,日 本国 内 で は中国 を祖 国 と して 感 じる一 方,現 地 にい くと自/

他共 に外 国 人 と位 置 づ け る/ら れて い る ことが わか る。そ して その こ とは,パ ス ポー トの話 しに まで及 び,

日本 の 国籍法 が 他国 の法 律 とは異 な ってい る こ とに よる他 国 華僑 との差異 を次 の ように語 っ てい く。「だか

ら 日本華 僑 っ てい うの はす ごい微 妙 な立場 なん やね 。海外 の 華僑 とは ち ょっ とちが う よね。 だか らそれ は

痛切 に感 じた よね」 と語 る。 この こ とは,日 本 の血統 主義 と海外 の地 生主 義 とい う国 籍法 に よ る区分が 浮

か び上 が る。
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日本 にお った ときは,中 国 人,中 国 人 って い う ぐあ い に,日 本人 じゃな い と教 え られ てた し,ま 自分

も中 国人 やっ て考 えて た け ど も,向 こう に行 ってた ときに,こ う,み ん な と話 しす る ときに,あ,お

前 は外 国 人 とい う具合 に向 こ うか ら思 われ る。俺 は中国 入… や ねん け ど,外 国 人 やね ん なあ ってい う

考 え。

日本 で生 まれて,教 え られて きたた こ とが 中 国留学 経験 を通 して,違 った側 面か ら捉 え直 されて いる。

それ は,現 地 の中 国人 や華僑 の仲 間か らの位 置づ け と自分で持 って いた 「○○ 人観 」 が異 な ってい る とい

う こ とを痛 切 に感 じた,ま た は感 じさせ られて い る。 イ ンタ ビュー の最後 にCさ ん は,個 人で は な く日本

の 華僑 の立場 とい うもの をこの ように ま とめ て い る。

C国 際 人 って.いうのが,さ っ き僕 が言 うた,そ の 華僑 の,日 本 華僑 の 中途半 端 な立場 で し ょうね 。

日本 人で もない,中 国 人で もない。 中途 半端 な。 中途半 端 てい うた らへ ん な言 い方 や け ど。

1は い。

Cま ん なか に立 っ た,・微妙 な立場 。

これ まで見 て きた よ うに,Cさ んは 中国留 学 を通 して多 くの人 と出会 って い る。 そ の 中で も中国 で出 会

った四 人 の友 だ ち と話 した内容 は印 象的 で あ る。 そ れ は,「だか ら,結 局 ぼ くら同 じ華僑 や け ども,華 僑 や

け ど も,む こうに した ら華僑 とは思 わ ない。外 国 人 ってい う。外 国 人 って い うか た ちに捉 え ち ゃうか らね」

とい う他 者か らの規 定 で あ って,ま た留 学 まで持 ってい た 自分 の アイデ ンテ ィテ ィと向 き合 う経 験 になっ

てい る。

Cさ ん は 自分 を,「俺 は 中国 人… やね んけ ど,外 国人 やね んな あ」と位 置づ けて い る。 この よ うなア イデ

ンテ ィテ ィを持 ったの も,海 外留 学 中 に出会 った人 び とか らの まな ざ しが 影響 してい る と思 われ る。

またCさ ん は 日本 華僑 の特 性 を国 籍制 度 の面 か ら捉 えてい る。「日本 華僑 とい うこ とは,ほ な 日本 人 っ,

て い うふ うに考 え とる か らね。 日本 人 には,た ぎ,中 国 パ スポ ー ト持 っ てる って,じ ゃ,な ん で中 国パ ス

ポー ト持 って んね んっ」 と中国留 学 先で 言 われ た こ とか ら,日 本華 僑 の特性 につ いて 考 える こ とにな った

ので ある。Cさ ん の場 合,こ の よ うに人 との出 会 いや制 度的 な要 因 を考 え るこ とに よっ て,自 分の ア イデ

ンテ ィテ ィを形 成 して い く様 子 が理 解 で きよ う。

5.考 察

で は,こ れ ら三 人の エ スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィ形 成 に影響 を与 え てい る要素 は何 で あ ろ うか 。以 下,

三 人 の語 りに共 通 して み られ るア イデ ンテ ィテ ィ形成 に影響 を与 え る要 素 を三 》っに整 理 す る。1)中 国留

学 理 由,2)生 活 ・環境 の比 較作 業,3>人 との 出会 い ・他者 か らの位 置づ け,で あ る。 そ れぞ れ につい て

本 研究 の視 点 であ る,エ スニ ッ ク ・ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 の相 互 作用性 ・他者性 と関連 付 けて みて い こう。

1)中 国 留学理 由

三人 の イ ン タビュー にお け る中 国留学 理 由 に着 目 してみ る と,共 通 点 がみ られ る。 それ は,そ れ ぞれ が

自分 の意志 で 中国留 学 を志 望 した ので は ない とい うこ とで あ る。Aさ ん は 「初め て研修 に行 くと きも,本

当 は嫌 だった んで す」 と語 り,「で も(校 長 か らの)命 令 だ か らね,行 きな さい って言 われ たか ら」 とその

留 学理 由 を答 えて い る。 同様 にBさ ん は,領 事館 の 知 り合 いか ら留学 を勧 め られ て 中国 に行 くこ とを決 め

てい る。Cさ ん にいた っ ては,「きっか け ってい うのが ね,… ち ょっ とい ろい ろあ っ て,… 無 理 矢理 行か さ

れた,み たい な感 じで す ね」 と語 り,自 分 の意志 に よる 中国留学 で は ない こ とが わ かる。

この よ うに外 部 か らの 中国留 学 の勧 め を契 機 と して,留 学 以前 に持 ってい た華僑 ア イデ ンテ ィテ ィや 中

国人 ア イデ ンテ ィテ ィ を再確 認 してい る こ とが伺 える。 そ れは,Bさ ん の 「中国 で はその 時点 で は,ま だ

帰?た こ とが なか った し,… だか らま,ち ょっ と見 に行 ってみ る」 とい う語 りや,文 革が終 わ り盟 南大学

に海外 華僑 の 人数 を確 保 した い とい う歴 史 的 ・政治 的意 図 か ら選 出 され たCさ んの立場 か ら もわ か る。 か

れ らのル ー ッであ る 中国へ の留 学 が,自 らのエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィ を再確 認 す る契 機 とな ってい
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るの であ る。

2)生 活 ・環 境 の比 較作 業

そ して 中国 での留 学 生活 が始 まるが,そ の 日々の 中で かれ らは 日本 と中国 とい う環境 の違 いな どを比 較

して い く。その 中 日の比 較作 業 が,エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィに揺 ら ぎを もた ら してい る。た とえば,

Bさ ん は上海 の空港 で 「日本 の感 覚 と全 然違 うか ら,も う,す ぐにで も飛 行機 に乗 って帰 りたい」 や 「神

戸 で僕 らが習 っ た時の 言葉 って,… 完全 に… 日本 語 的 な中国 語 に なって た」 な ど 日本 で の生活 や言 語面 で

の違 い を語 ってい る。 またそ の違 い を感 じる こ とに よって,以 前 の○ ○ 人観 が揺 ら ぐ様 子 は,留 学 生活 で

得 た もの につ いて尋 ね た と きの「僕 らが こ ち らで 日本 の伝 統 は こや と,中 国 の伝 統 は こや と,思 てたの と,

それが 華僑 が思 て たの と,実 際 向 こ うで ってい うの は また違 うのか な と」 い うBさ んの語 りか ら も明 らか

であ る。Cさ ん は留 学 生活 につい て 「そ りゃや っ ぱ り,生 活 が全 然違 うか ら。で も1ヶ 月,2ヶ 月経 てば

全 然,大 丈 夫 や った んで」 と比較 して い る。 勉強 面 で は留 学 中 に使 って いた教 材 に関 してBさ んが 「全 く

(日本 の教 材 と)違 い ます 」 と答 えた り,生 活 の細 部 にわ た って中 国 と 日本 を比べ てい る様 子 が うかが え

る。

3)人 との出会 い ・他者 か らの位 置 づ け

三 人の留 学経 験 とア イデ ンテ ィテ ィ形 成 に関 して 共通 してい る こ とは,人 との 出会 い に よって,自 らの

エス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィに向 き合 う経 験 を して い るこ とであ る。 その 出会 い は,主 に現 地 中国 人で

あ り,大 学 で 一緒 に学 ぶ帰 国華僑 で あ り,そ して同 じ背 景 を持 つ 海外 華僑 との出 会い で ある。 た とえ ば,

Aさ ん は 日本 か ら来 た こと を告 げ た際,現 地 の女 の子 か ら 「日本 鬼子 」 とい う言葉 をか け られ,シ ョ ック

を受 け 「私 は 日本 人で は ない」 と答 えてい る。 また店 に入 った ときに中 国人 か ら 「なん で,日 本 に住 ん ど

一の に 日本人 じゃな いね ん」 と言 われ ,彼 の,中 国人 で もない,日 本 人 で もない,華 僑 であ る とい うア イ

デ ンテ ィテ ィを強 化 して い る。Cさ んは,中 国留学 中 に得 た帰 国華僑 の 友人 との会話 の なか で,エ スニ ッ

ク ・ア イデ ンテ ィテ ィ と向 き合 う経 験 を して いる。「だ か ら,結 局僕 ら同 じ華 僑 や け ど も,む こうに した ら

華 僑 とは思 わな い。外 国 人 ってい う。外 国人 って い うかた ち に捉 えち ゃ うか らね」 と,華 僑 では な く外 国

人 とい うふ う に捉 え られ る経験 を して い る。 また部 活で の先 生 と出 会い,体 育の 実力 を見 い だ され,広 州

での大 会 で優 勝 した ときの こ とを語 る部分 で は,「そ こで,優 勝 しち ゃって。 新 聞沙 汰 にな って。 い ろい ろ

や っぱ り,海 外 か ら来 たっ てい うのが あ って ね」 と,自 分 が新 聞 に載 った の は海 外華 僑 であ るか らだ と捉

えて い る。 この よ うに,中 国留 学 を通 して出会 っ た人 び とが,か れ らの ア イデ ンテ ィテ ィ形成 に影 響 を与

え てい る様 子 が うかが える。

以 上 の中 国留学 経験 にお ける3つ の 要素 とア イデ ンテ ィテ ィ形 成 のあ り様 の関 連性 を示 したの が図1で

あ る。
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(図1)中 国留学 経 験 とア イデ ンテ ィテ ィ形 成の連 関 図
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これが示 してい るの は,ま ず 中国留 学 経験 とい う もの が,過 去 ・現 在 ・未来 の流 れ の 中の一 部分 で ある

とい うこ とであ る。 今 回は,こ れか らも続 くアイデ ンテ ィテ ィ形 成過程 の一部 分 であ る 「中国 留学」 の期

間 を切 り取 り,そ こでみ られた ア イデ ンテ ィテ ィ形成 の あ り様 をみ た。 その 中国留 学経 験 にお いて ア イデ

ンテ ィテ ィ形 成 に影響 を与 え る3つ の要 素 を楕 円で示 してい る。 それ は,留 学 理 由 と日本 ・帰 国華 僑 との

比較,そ して他 の海外 華僑 との比 較 であ る。 そ して それ らの 影響 に よ り,か れ らのエ スニ ッグ ・ア イデ ン

テ ィテ ィ形成 に変化 が見 られる こ とを一番 上 の 四角 で表 した 。 これ らは,留 学 以前 に持 ってい た漠 然 と し

た華 僑 ア イデ ンテ ィテ ィや確 固 たる 中国 人 アイ デ ンテ ィテ ィが,.留 学経 験 に よ って,華 僑 ア イデ ンテ ィテ

ィが よ り明確 化 した り,日 本 華僑 と して の ア イデ ンテ ィテ ィ を形 成 して い く様 子 を図示 した もので あ る。

図1は,留 学 以 前 に持 って いた ア イデ ンテ ィテ ィが,中 国へ の留学 経験 に よって,弱 め られ た り,強 化 さ

れ た りして,現 在の エス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィを形成 す るの に影響 を与 えた経 験 とアイデ ンテ ィテ ィ

形成 の連 関 を表 して い る。

6.日 本華僑であることの意味

本研 究 で は中 国へ と留学 す る 日本 の華僑 が,自 己 のエ スニ ック ・アイ デ ンテ ィテ ィを留学 とい う教 育経

験 を通 して,日 本華僑 としての ア イデ ンテ ィテ ィが強 め られ る とい う結 果 が み られ た。 エ スニ ック ・ア イ

デ ンテ ィテ ィを語 る とき,日 本 人 で もな い,中 国人 で もな い,日 本 華僑 で あ る と彼 らが 語 る とい うこ とは,

どの よ うな意 味 を表 わ してい る のだ ろ うか。

た とえば,日 本 華僑 が ア メ リカへ 留 学 した とす る。 そ こで,出 自 を聞か れ た とき,日 本 人;中 国 人,日

本 か ら来 た(生 まれの)中 国人,も し くはjapanese-chinese,chinesejapaneseと 答 え るこ とがで きよ う。 こ

こには,自 分 で エス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィを決定 で きる余 地 が まだ残 されて い る。 しか し,中 国へ と

渡 った華 僑 た ちは,現 地 の 中国人 や他 国 の華僑 との 間で 中国人 で あ るのか,日 本人 であ るのか とい う二者

の選択 を迫 られ る こ とにな る。 これ は,他 国 の華僑 とは違 い,彼 らが 日本.とい う血 統主 義(4)の国で生 まれ

た ため国 籍が 中 国で ある こ とが背景 にあ る。他 者 か らの この よ うな問 いか け によ り自己 と向 き合 っ た結 果,

彼 らの 日本華僑 と してエ スニ ック ・アイ デ ンテ ィテ ィが 強 化 され てい くこ とにな る。 そ れ らは次 の語 りか

らも明 らかで あ る。

A:僕 は何 国人 かい われ た ら,日 本 人か って い われ た ら絶 対 日本人 で は ない。 中国 人 かっ てい われ た

ら,中 国行 って 中国 人 って認 め て くれ ないか ら。 中国 人で は ない。 だ か らい う.たら,や っ ぱ,華

僑 です ね。 華僑 人。

Bで も根 本 的 にや っぱ り海外 に行 くっ てい うの は,や っぱ り向 こ うの人 も対 人上 で違 いが あ るな っ

てい うね。 や っ ぱ りそ うい う面 で 華人,華 僑 って いい ます け ど,華 僑 … っ てい うの は ほん との 中

国人 で もな いの かな って い う気 は します ね。留 学 して て… その お。 当時 は そ う思 い ま した ね。

C国 際 人 ってい うの が,さ っ き僕 が 言 うた,そ の 華僑 の,日 本 華僑 の中途 半端 な立 場 で しょうね。

日本 人で もない,中 国 人で もない。 中途 半端 な。 中途半 端 てい うた らへ ん な言 い方 やけ ど。

これ ら三 人 の事例 はま さに,中 国 へ留 学 した こと によ って,中 国 人で もない,日 本 人 で もない,日 本華

僑 と して の強 いエ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィ を有 して い く過程 とみ る ことがで きよ う。 ここ に,日 本 華

僑 が もっ てい る特殊性 が あ る とい え る。この こ とは 中国へ の留 学経 験 に よっ て,社 会文 化 的 にエ ス ニ ック ・

ア イデ ンテ ィテ ィが 規定 され る こ とを示 してい る。先 の例 を挙 げ た よ うに,日 本 華僑 と して のエ スニ ック ・

ア イデ ンテ ィテ ィは アメ リカ な ど中国以 外 の国 で は選択 の一 つ と して用 意 され る ものの,中 国で は 日本 華

僑 とい うア イデ ンテ ィテ ィが よ り強 化 され る こ とにな る。 この こ とは,中 国へ の留 学 経験 以前 に有 してい

たそ れぞ れの ア イデ ンテ ィテ ィ観が,他 の 海外 華僑 と中国 で出 会 う ことに よ り,そ の視野 が広 が っ て行 く

様子 を描 いて い る とい え よ う。 また,.日 本華 僑 とい う存 在 自体 の捉 え方 に も変化 が見 られ るこ とが 分 か っ

た。
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本研 究で は,華 僑 第 三世 代 のエ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 のあ り様 を,中 国留学 とい う経 験 を通

して考 察 した。そ れ は,一 枚岩 的 で ない,揺 れ動 くアイデ ンテ ィテ ィ形 成 のあ り様 であ っ た。そ こで は,

漠 然 と した華僑 アイ デ ンテ ィテ ィや確 固た る 中国 人 アイデ ンテ ィテ ィを持 って いた 日本華 僑 が,中 国へ の

留 学経 験 に よっ て,華 僑 ア イデ ンテ ィテ ィをよ り明確 化 させ たり,日 本 華僑 と して の アイデ ンテ ィテ ィを

形 成 してい く過程 が伺 えた。 本研 究で は,留 学 以前 に持 って いた ア イデ ンテ ィテ ィが,弱 め られ た り,強

化 され た り して,現 在 の エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィを形成 す るの に影響 を与 えて いる留 学経験 にお け

る3つ の 要素 を抽 出 した。

エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィの形 成 は,過 去 ・現在 ・未来 へ と続 くな かで長 期 的 に行 われ る もので あ

る。 今 回の研 究 は,こ れ か ら も続 く長 い過 程 の一 部分 であ る 「中 国留学 」 の期 間 を取 り上 げ,そ こでみ ら

れ たア イデ ンテ ィテ ィ形 成 のあ り様 をみ て きた。 この 中 国留学 とい う期 間 に見 られる様 々 な アイデ ンテ ィ

テ ィ形 成 の あ り様 を捉 える こ とは,ト ラ ンス ナ シ ョナル なア イデ ンテ ィテ ィが いか に形 成 され て きたの か

につ い て見 る上 で意義 を持 つ ものだ とい え よ う。

最 後 に,本 研究 の今 後 の課 題 と して以下 の2点 を挙 げ てお きた い。 一点 目は,中 国留 学経 験 とい うもの

の なか で,中 国 にお け る カ リキ ュ ラムや そ こで行 わ れ るプ ログ ラム につい て イ ン タビュー で きて いない と

い う こ とで ある。 中国政府 が 意図 的 に設立 してい る華 僑 のた めの大 学 で行 わ れて いる カ リキ ュラ ムや プロ

グラム が,ア イデ ンテ ィテ ィ形成 に どの ような影 響 を与 え るのか(ま た ば与 えな いの か)に つ いて は興味

深 い。二 点 目は,三 人 に対 して の イ ンタ ビューが 留学 か ら20年 あ ま りの歳 月 を経 てか らとな った とい うこ

とであ る。過 去 を振 り返 る際 に は,現 在 置 かれ てい る環境 が 語 りに多 分 に反映 される こ と も考 え られ る。

よって,今 を捉 え るた めに は,華 僑 の ための 大学 で現 在学 ん でい る海外 華僑 へ の イ ン タビュ ーが 必 要で あ

ろ う。

これ らの課 題 の ため に,2007年2月 末 よ り,大 阪大 学大 学 院生 海外 短期 留学 助成 を得 て調 査 を行 っ た。

調査 を行 ったの は,盟 南 大学 とい う中 国 ・広 州 にあ る華僑 ・華 人の ため の大学 で あ る。調査 の内容 は,現

.在大 学 が華僑 に提 供 してい る カ リキュ ラム につ い て,ま た大 学 で彼 らは何 を学 び,感 じてい るの か につい

てであ る。 そ の調査 結 果 は次 稿 に譲 りたい。

!注 】

(1)「 華 僑 ・華 人 」,「新 華 僑 ・老 華僑 」,「在 日中 国 人」 の定 義 は つ ぎの通 りで あ る 。 「華 僑 」 とは,「 海 外 に仮 住 ま

い す る 中国 人 」 の こ と を さす 。 中 国 国籍 を保 有 し居 住 してい る 人達 の こ とで あ る。 日本 にお け る華 僑 の ほ とん

どは,東 京 ・長 崎 ・神 戸 ・大 阪 ・横 浜 ・函 館 の よ うな 旧開 港 場 に集 住 して お り,伝 統 的 な 商 業社 会 を形 成 して

い る 。英 語 で はOverseasCh星nese又 はChineseoverseasが 一般 的 に使 用 され る。 一 方,「 華 人 」 とは 海外 居 住 国

の 国籍 を取 得 して い る 人達 の こ とで あ る。 英語 で はEthnlcChineseと 呼 ばれ る 。(可 児2002)

(2)本 発 表 の 中心 的 テ ー マ で あ るエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィの 定義 はエ ドワー ド(Edwqrd)の もの を援 用 す る

こ とにす る。 エ ドワー ド(Edward,1979)は,

エスニ ック ・ア イデ ンテ ィティとはつま り,一 そめ集 団が大 きくとも小 さ くとも,社 会的 に優勢 であるとか,

下位に属 している とか,いず れにせ よ一 先祖の繋が りを もつ集団への忠誠である。同 じように社会化 された り,

文化的パ ターンをもちつつ,何 世代に もわた って続 くことは必要ではないが,集 団境 界感 は固執 しなければな
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

らな い。エ スニ ッ ク ・ア イデ ンテ ィテ ィは,共 有 され た客 観 的 な特 徴(言 語,宗 教 な ど)も しくは,よ り主 観 的 な
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

集 団性(groupness),も しくは両 方 の 組 み 合 わせ に よ って 維持 され る に違 い な い。(筆 者傍 点)

と定 義す る。こ こで 重 要 な こ とは,エ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィが客 観 的 な特 徴 や主 観 的 な見 方 だ け で な く,

そ の 両方 を組 み 合 わ せ る こ と に よ って維 持 され る もの だ と定 義 して い る こ とで あ ろ う。(MaryFong20045

頁)

(3)北 京隼文学 院は,中 国国務 院僑務辮公室 の直属校である。1950年 に,海 外華僑,華 人と外国籍学生が 中国言語

と文化を学ぶ ため,そ して海外の文化 との交流 と友好往来の 目的のため建て られた。 これ までに,54力 国 ・地

域か ら5万 余名の海外学生が ここで学 んでい る。「海外華僑華人に祖 国の言語 と文化 を伝 える」という目的 を有

している。1981年 か ら1990年 まで,32力 国 ・地域か ら969名 が双沼長期班の学生 と して,海 外華文教 師育成班 で
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477名 が,世 界 各 地 か ら双 悟 短 期 班 で 学 ぶ 生 徒 は2800名 に 灰 ん で い る。(北 京 隼 文 学 院HP:http://www.r

bjhwxy.com/2006年10月 参 照)。

聾南 大 学 は1906年 に創 立 し,中 華 人民 共 和 国 国務 院 僑 務 事務 委 員 会 及 び 教育 部 に直 属 して い る総 合大 学 で,

中 国 が21世 紀 に向 け て力 を注 い で い る100の 大 学 の1つ で あ る。現 在,全 日制在 籍 者 は23752人,そ の 内,華 僑,.

香 港,マ カ オ,台 湾 及 び外 国か らの 学生 は10609人 に達 し,中 国 国 内 に お いて 一 位 を 占め てい る 。璽 南 大 学 は"華

僑 の最 高 学 府"と い わ れ,長 い 間,国 語 教 育 と外 国人 向 け 中 国語 教 育 に 力 を入 れ て い る。(盟 南 大 学HP:http://

hwyjnu.edu.cn/zhaosheng/duiwai/indexO3.htm2006年10月 参 照)。

(4)1985年 の国籍法改正 により,婚 姻 した男女 の どちらかが 日本 入の場合,生 まれて くる子 どもには 日本国籍の取

得が認 められる ようになった。今回 インタビューを したAさ ん,Bさ ん,Cさ ん,共 にこの国籍法の改正以前

に生まれてい るため,中 国国籍を保有 している。
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Howis .IdentityEstablishedThroughEducatioロalExperience?

AnAnalysisofOverseasChineseReturningtoC恥ina一

ISHIKAWATomoko

Inthisstudy,IintendtoexaminetheeducationalekperiencesoftheChinesenationals,who.

wereborninJapan.Itisconductedbyusinginterviewandquesti6nnairemethods.Moreover,I

intendtoclarifythediverseaspectsoftheirethnicidentitythatareaffectedbecausetheyare

regardedastransnationals.

Basedontheanalysis,Iidentifiedthefbllowingthreefactorsthatinfluencetheidentityfbr-

mationof.qverseasChineseinJapanwhoreturntoChina:(1)theirreasonforreturningto

Chi耳a,(2)theircomparisonofthemselveswithoverseasChineseinothercountries,and(3)their

co卑parisonof出ediff6rencesintheiriifestyleandcultufewiththatofthoseresidinginoth6r

countries, .particularlywithregardto``nationality". .Atthesametime,basedon.thesethreefac-

tors,itcanbedemonstratedastohowidentityisestablishedthrougheducationalexperiencein

Chinawhil6theyaregoingabroad.Thisfactalsorepresentsachangeintheir.identityfrom

ChinesetooverseasChineseinJapan.Ontheotherhand,italsosuggestsatransitionfroman

earlierambiguousidentityasoverseasChineseinJapan.tothatofastrongone.

Thisidentitycrisis.issupposedtobeauniqUecharacteristicofoverseasChineseinJapan.

BefbretheNati6nalLawwasrevisedin1985,aChineseindividualbornin.Japanwa6automati-

callyawardedChinesenationality.AlltheintervieweesareChinesenationals.Whentheyleave

Japantotravelabroad,theyarenotregardedasJapanese.Thistypeofidentitycrisisdoesnot

occurinothercountries,f6rexample,America.Identityisestablishedbasedonthesocialenvi-

ronmeht.


